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提出図面

1.現場打合せ用図面 A3版 二つ折り製本 工事名称入り  5部
工事区分表（本工事と他の関連工事との工事区分は下記のとおりとする（ 〇印の付された工事に含む）
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建築
工事

電気設備
工事

機械設備
工事

別途
工事番号 項   目

19

20

21

設備機器用、壁及び天井の切り込み工事 ○ ○

○同上補強工事

壁、天井改修に伴う設備機器、ｺﾝｾﾝﾄｶﾊﾞｰ、器具の撤去再取付 ○ ○

室内存置不要備品の撤去処分 ○○

空調機設置に伴うランマガラス撤去及びｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙの設置 ○
空調機配管用のｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ穴あけ加工 ○

機器取付盤の供給取付及び電気2次側配線工事 ○

同上1次側電気配線工事

空調機器の供給取付工事

工事中の工事及び試運転に関する電⼒、⽔道、燃料等の費用

工事期間中の各種保険及び届出、安全対策
関係官庁への各種申請手続き及びその費用

各種機器取付後の機器の養⽣及び管理、試運転調整

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

既存アリーナの床材撤去

床下部分の既存根太及び支持材の撤去工事

床下内の新設サポート及び下地材

床下ふく射パネル

床下アリーナ周囲断熱工事

高所作業用足場工事

既存床下換気⼝の塞ぎ

空調機器の基礎工事

○

○

○

○

○

○

○

○

○

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
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図面リスト、工事区分表、提出図書等

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

A-00 表紙

A-01 図面リスト、工事区分表、提出図書等 -

A-02 工事概要、共通事項 -

A-03 改修特記仕様書（1） -

A-04 改修特記仕様書（2） -

A-05 改修特記仕様書（3） -

A-06 改修特記仕様書（4） -

A-07 配置図、案内図 1︓800

A-08 改修前　屋内遊び場平面詳細図 1︓200

A-09 改修後　屋内遊び場平面詳細図 1︓200

A-10 現況床伏図 1︓200

A-11 現況コート配置、基礎図 1︓200

A-12 南側、東側⽴面図 1︓200

A-13 北側、⻄側⽴面図 1︓200

A-14 展開図 1 : 100

A-15 部分詳細図 図面表記による

図面リスト建築工事

ーーーー



工事概要・共通事項

２）特記事項は□印の付いたものを適用する。

１）図面、特記仕様書及び現場説明書に記載されてある事項以外は、

  □印のない場合は、※印の付いたものを適用する。

  「国土交通大臣官房官庁営繕部監修 建築工事共通仕様書」（R4年度版）

  に準ずる。 但し本工事に関係のない事項は、適用しない。

  □印、※印のある場合は共に適用する。

１）現場説明書（質疑応答書含む）

２）特記仕様書

３）設 計 図

４）共通仕様書

５）公共規格及びこれに準ずる規格

１． 共 通 事 項

工 事 概 要

□ 工事請負契約書

□ 工事工程表

契約時

完成時

経歴書

各工事毎

□ 現場代理⼈及び

   主任技術者届

□ 工事施工体系図

□ メーカーリスト

□ 仮設計画書

バーチャート工程表

□ 施工図、製作図

□ 工事工程報告書

□ 打合せ議事録

□ 変更工事⾒積書

□ 出来高承認願

□ 官公署届出書類控

□ 材料試験報告書

□ 工事完成届

□ 工事完成引渡図書

□ 工事保証書

□ 鍵リスト

□ 工事完成図

□ 工事完成写真

□ 工事写真

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

その都度

その都度

その都度

その都度

完成時

完成時

完成時

工事進捗表、日報

カラー

完成時

完成時より１０日以内

試験後１０日以内

１ヶ月毎

実施１５日前

着工前との対比構成（データ共）

備  考提 出 時 期提 出 図 書

Ａ３版 ２ッ折り文字入り製本

部 数

２ 部

２ 部

１ 部

２ 部

２ 部

３ 部

２ 部

２ 部

１ 部

３ 部

２ 部

１ 部

１ 部

１ 部

１ 部

２ 部

１ 部

１ 部

３ 部

２ 部

官公署その他
手続

工事中に必要な諸届、諸手続は請負者の責任において⾏う事とする。

※引渡しを要しないもの（関係法令に従い適切に処理する）とする。

既設部分との
取合

既設建物と今回工事の取り合い部分、その他、斫り及び工事の都合などにより、

破損、損傷させた箇所は、今回工事仕上及び旧工事仕上同材にて完全に補修しなけ

ればならない。

設計変更を⽣じたときは、原則として、あらかじめ⾒積書を提出して承認された上

変更工事に着手すること。その場合は特記なき限り各工事種目とも契約時の単価に

設計図書に関する疑義は工事請負契約の前に質疑応答書により確かめておく事、

より承認する数量で請負⾦額の増減を⾏う。但し納まり等軽微な変更と係員が判断

した場合には⾦額増減は⾏わない。

質疑応答書に明記なき事項は監督員（以下係員）の指示に従い施工の事。

設計図書に明記なき事項でも技術上、納まり上、当然必要として係員が指示した

場合は、その指示に従い請負い⾦額の範囲内で施工の事。

請負者は、併⾏して⾏なわれる別途工事に対して工事進⾏が速やかに⾏なわれる

様、相互連絡協議のうえ円滑化を図る。

本工事の施工に伴う提出図書は、下記に定める他、必要に応じて係員と協議の
うえ、作成するものとする。１．

２．

３．

４．

５．

１０．

６．

７．

８．

適 用 範 囲

設 計 図 書 順 位

疑     義

記載のない事項

別途工事 との取合

提 出 図 書

発 ⽣ 材 の 処 理

９． 設 計 変 更

完成時

□引渡しを要するもの（                    ）とする。

ネットワーク工程表着工前３ 部

  （設計図の訂正）

□ 工事完成施工図 完成時より１０日以内１ 部 ２ッ折製本

□ 協⼒業者名簿 契約後速やかに２ 部

□ 工事着手届 契約時１ 部

□ 工事日誌

天気・気温を記入

１ 部 完成時

□ 資材納品書 １ 部 完成時

□ 指示、承認図書等 １ 部 完成時

□ 主要資材整理表 １ 部 完成時 設計数量と搬入数量の対比表

工 事 名 称

工 事 場 所

主 要 用 途

３．

４．

５．

村上市屋内遊び場空調等整備工事（建築工事）

構 造 規 模

６．

建築主（発注者）１．

２．

⽒名︓

住所︓ 〒958-0837 新潟県村上市三之町１­１

村上市⻑ 高橋 邦芳

工 事 種 別

７．
空調設備及び床改修工事

工 事 期 間 （契約工期による）

製品の保証書

□ 建設廃棄物処理証明書 完成時１ 部 ﾏﾆﾌｪｽﾄＥ票のコピーを提出

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造平屋建て

児童福祉施設等（子育て支援拠点施設）

  「国土交通大臣官房官庁営繕部監修 電気設備工事共通仕様書」（R4年度版）

  「国土交通大臣官房官庁営繕部監修 機械設備工事共通仕様書」（R4年度版）

（CADデータ共）

新潟県村上市上助渕661番地1

  「国土交通大臣官房官庁営繕部監修 建築改修工事共通仕様書」 (R4年度版）

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
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工事概要、共通事項

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計
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１ ３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

Ⅰ　共通仕様

  改修標仕に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房管庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様

2.改修標仕に用いられている用語を、次のとおり読み替える。

　(1)「契約書」を「新潟市契約規則による帳票規定(昭和41年4月1日訓令第9号)別記様式第6号の2

      の工事請負契約約款(以下「約款」という。)、及びその他の関連要綱」に読み替える。

  (2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

  (3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

3.次の各号に該当する改修標仕の項目について、改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

号        項　　　目 置 き 換 え 後 の 改 修 標 仕 の 規 定

１章　各章共通事項

(1)1.1.2　用語の定義 (ｱ)「監督員」とは、約款第10条の規定により受注者に通知され

　 た者をいう。

３　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

(ﾅ) ｢工事検査」とは、約款に規定する次の各事項をいう。

④その他　新潟市請負工事検査要綱第5条に規定する検査

別表(建築改修工事)

仕様書

1.4.4　材料の検査等 (a)現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 ただし、次の(1)若しくは(2)に該当する場合またはあらかじめ

　 監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　(1)工事完成検査時または工事写真で、JIS若しくは JASの

　　 ﾏｰｸを確認できる場合

　(2)建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査

1.本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、｢国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建

  (1) 1章　1.1.2用語の定義の(ｱ)、及び(ﾅ)   (2) 1章   1.4.2材料の品質等の(1)及び(2)

  (3) 1章   1.4.4材料の検査等の(1)

4.改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

  １章　1.1.2　用語の定義の(ﾆ)　

(2)

①約款第33条第2項に規定する検査

②約款第39条第3項に規定する検査

③約款第52条第1項に規定する検査

  (4) 1章   1.8.1工事検査の(1)から(3)

　 1章  1.8.2　技術検査　

　　 時または工事写真で品質、性能を証明するﾏｰｸ等を確認できる場合

1.8.1　工事検査(3) 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分

　 等の算出方法について監督員の指示を受けるものとし、当該請求部

Ⅱ　特記仕様
　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　3.特記事項の記載の[  .  .  ]内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　特記事項に記載の(　.  .  )内表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

章 　　　項　　目 特　　記　　事　　項

　 登録

２ 概成工期

品質計画等 建築基準法に基づき指定する条件

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　・多雪地域の指定　　積雪区分

１ 工事実績情報の

[1.2.1]

[1.1.4]

１

[1.3.3]

施工条件

発生材の処理等

電気保安技術者

一 

般 

共 

通 

事 

項

特別産業廃棄物 処理方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.2][3.7.4～3.7.7]

・ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法

・ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

改修工法の種類 施 工 箇 所

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類及び施工箇所　　　　　　　　　　　　　　[3.7.2][表3.7.1]

施 工 箇 所 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（記号）

ｼｰﾘﾝｸﾞ

・既存塗膜防水層表面仕上げ塗装の除去（L4X工法の場合）

[3.2.5]

[3.6.3]

脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　※ 主材料の製造所の仕様　・　

設置数量　※ 主材料の製造所の仕様　・  　　　個

・P0X

 新規防水層の種別

塗膜防水 [3.1.4][表3.1.1][3.6.2～3.6.4][表3.6.1～表3.6.3]

防水改修工法の種類 施 工 箇 所

※種類及び使用料は

製造所の仕様による

・ｼﾙﾊﾞｰ

※X-1　・X-2　　・X-1H　・X-2H

・L4X ・X-1　※X-2　　・X-1H　・X-2H

・P1Y ※Y-2

・P2Y ※Y-2

　　　　　　　　　　　　　　 　[3.1.4][表3.1.1][3.5.2～3.5.4][表3.5.1～表3.5.3]

　 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

合成高分子系

・S-F1(※1.2　・　 )

・S-M1(※1.5　・　 )

  新規防水層の種別

　　（厚さ(mm)）

　　 備　　考

・P0S工法

・S4S工法

施工箇所
工法の種類

防水改修

高日射反射率防水

・S-M2(※1.5　・2.0)

・S-F2(※1.5　・2.0)

・S-F1(※1.2　・　 )

・S-C1(※1.0　・　 )

・S3S工法

・S-F2(※1.5　・2.0)

・S-M1(※1.5　・　 )・M4S工法

・P1S工法 ・S-M2(※1.5　・2.0)

・M4SI

・S3SI

断 

熱 

工 

法

・S4SI

・P0SI

・S-C1 (※1.0　・　)

・SI-F1(※1.2　・　)

・SI-M2(※1.5　・　)

・SI-M1(※1.5　・　)

・SI-M2(※1.5　・　)

・SI-M1(※1.5　・　)

・SI-F1(※1.2　・　)

・SI-F2(※1.5　・　)

・SI-F2(※1.5　・　)

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

設置数量　※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの製造所の指定　　・　　　　　個　

種類　　　※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの製造所の指定　　・　　　　　　　^$2

押え金物の材質、形状及び寸法　※図示

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿用ｼｰﾄ（・設置する　　・設置しない）

※[表3.4.1]から[表3.4.3]による　・

※[表3.4.1]から[表3.4.3]による　・

※[表3.4.1]から[表3.4.3]による　・

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

・AS-T1

施工箇所
層の種別

新規防水

・M4AS

防水改修工法

[3.1.4][表3.1.1][3.4.2～3.4.4][表3.4.1～表3.4.3]

・AS-T2　

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい

位置　※ 図示　・

押え金物の材質、形状及び寸法　※図示

屋根排水溝　※ 図示　・ [3.4.2、3]

・E-1の工程３を行う部位（・　　　　　　　　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位）

・ 乾式保護材 　

 　窯業系ﾊﾟﾈﾙ：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形し

　 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ養生したもの。

 　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

立上り部の保護方法

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

・ れんが押え（※JIS R 1250　・　　　　　）

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・ ﾓﾙﾀﾙ押え（屋内）

設置数量　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定　・  　　　個

種類　　　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定　・　

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ

こて仕上げ　※ 水下　80mm以上　・

床ﾀｲﾙ張り　 ※ 水下　60mm以上　・

密
着
工
法 ※種類及び使用料は製造所の仕様による

・AS-T3・M3AS

・P0AS

絶 

縁 

工 

法

・AS-T4 ・ｼﾙﾊﾞｰ

※種類及び使用料は製造所の仕様による

・ASI-T1・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

・ASI-J1 ・ｼﾙﾊﾞｰ

※種類及び使用料は製造所の仕様による

断
熱
工
法

・P1B

・P2AI

・P2A

・M4C

・M3D・P0D

保
護
防
水

[3.1.4][表3.1.1][3.3.2～3.3.5][表3.3.3～表3.3.10]

・P1BI

・P0DI・M3DI・M4DI

※種類及び使用料は

製造所の仕様による

新規防水工法の種別

・DⅠ-1 ・DⅠ-2

施工箇所防水改修工法の種類

・P1E・P2E屋内

防水

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 　

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・

・E-1  ・E-2

保護層　・要　　・不要

露
出
防
水

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
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特別な材料の工法 改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定

工法による。

　 方法

技能士

見本施工

完成図等

・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　　部　　

・施工図(　　　　　)　　　部　　

・室内空気測定報告書　　　部　　

 [1.6.2]

 [1.6.3]

 [1.7.2]

 [1.7.5]

[1.9.1～1.9.3]

防水工事は、新潟県防水工事業協同組合員の施工の場合、防水施工業者、受注者３１ 防水の保証等

※既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、損傷

２　
仮
　
設
　
工
　
事

１ 監督員事務所等 ・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　　㎡程度を設ける。[2.4.1]

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。

２ 監督員が使用でき

 　る備品等

３ 工　事　用　水 構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

４ 工 事 用 電 力 構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

５ 仮 設 建 物 等

６ 外 部 足 場

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

 における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

７ 内部仕上足場

運搬方法

養生

 [2.3.1]

 [2.3.1]

※監督員の指示による施設内移動とする。(対象備品の移動先は、図示による)

備品等の移動  [2.3.1]

・行わない

※既存部分の養生　　　　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　・(　　　　)　　　　 　　　　　

※既存家具・設備等の養生　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　・(　　　　)　　 　　　　　　　　

　等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

「手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づく足場の設置に当たっては、

同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

種別　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

・保護帽　　ケ　・雨具　　着　　・長靴　　足　　・墜落制止用器具　　組

・脚立足場　・内部躯体足場　・枠組棚足場　・移動式足場　・　　   [2.2.1]

　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

・工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

・ひ素・ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞの処理

・石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びひ素・ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ以外のせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・特別産業廃棄物の分析調査

・PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材の処理 分析調査　　・要　　・不要　

撤去　　　　・要　　・不要　

引渡しを要する発生材 保管場所

石綿含有建材の調査 降雨等に対する養生

方法(とい共)

[3.1.3]

・

※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による。 ・２

一 

般 

共 

通 

事 

項

　　　　　　・要　　※不要

令和7年度　村上市屋内遊び場空調等整備工事

・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｼｰﾙ材料

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｸﾗｯｸに押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

２ 欠損部改修工法

充填材料

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ ・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの塗り厚が20㎜を超える場合、または現状成形が

不可能な場合は監督員と協議すること。

・充填工法以外とする場合は図示による。

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修
工
事

・行う（※図示の範囲　・全面）

注入工法の種類

※200～300

・　

※50～100

※100～200

※150～250

・　

0.2以上～1.0以下

・　

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※図示による。

※図示による。

※図示による。

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

２ ひび割れ部改修工法

4-3１ 既存ﾓﾙﾀﾙ塗りの撤去

　築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和4年版」(以下「改修標仕」という。)によることとし、

  書(建築工事編)令和4年版」(以下「標仕」という。)による。

該分に係る工事について、(1) (ﾅ) ②の要件を満たすものとする。

３

新潟市建築基準法施行細則別表第２

[1.1.13]

・要　・不要

工事用車両の駐車場所　　　※任意　　・図示

資機材の置場所　　　　　　※任意　　・図示

施工順序　　　　　　　　　・図示

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

[1.3.5]

[1.3.12]

４

５

６

・吹付石綿

・石綿含保湿材

・石綿含有吹付ﾛｯｸｳｰﾙ

・石綿含有吹付ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ

・石綿含有吹付ﾊﾟｰﾗｲﾄ

・石綿含有断熱材

※最終処分　　　　・

※最終処分　　　　・

※最終処分　　　　・

※最終処分　　　　・

※最終処分　　　　・

※最終処分　　　　・

別添特記仕様書による。

施工条件総括表による。

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.4][4.2.7]

[4.2.7](2)(ｳ)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等で

※充填工法　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 [4.1.4][4.2.4][4.2.8]

・樹脂注入工法　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.5]

※行わない

・行う　(※1個/500m毎、及びその端数につき1個　・　　個/　　m毎)

抜取り部の補修方法

充 填 材 料 種　別 備　考

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※1成分形又は2成分形

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

※行う　・行わない

検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.2.5]

※充填工法（※ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　　　　　　 [4.2.8]

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　 　      [4.1.4][4.2.4][4.2.6]

注入工法の種類

※200～300

・　

※50～100

※100～200

※150～250

・　

0.2以上～1.0以下

・　

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※図示による。

※図示による。

※図示による。

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

１ ひび割れ部改修工法

4-2

・樹脂注入工法　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.5]

　

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

打 

放 

し 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

　　　　　　　　　                                             [1.6.2]

4-1

１ 施工数量調査

まとめた施工数量調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

調査範囲　外壁改修範囲

調査内容　

　
外
壁
改
修
工
事
共
通
事
項

下記の劣化状況調査の結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等を

新規仕上塗材の美観に影響を与えるおそれのある段差部等を壁面に表示する。

浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの剥離・剥落など欠陥部分を

調査する。

ｺﾝｸﾘｰﾄの表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

仕上塗材等の劣化部分、剥落部等を壁面に表示する。

ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

７

・保護層　※設ける（P1Y、P2Y工法の新規防水層Y-2の場合）

・改修用ﾄﾞﾚﾝの設置（POX工法の新規防水層X-1、X-1Hの場合）

労働基準衛生施行令別表第三に掲げる特定化学物質TDI及びMOCA

を重量の1%を超えて含有するｳﾚﾀﾝ系塗膜防水材は使用不可とする。

６

※ｶﾗｰ

仕上塗料塗り

５

改修用ﾄﾞﾚﾝ

※設ける・適用する

・適用する

・適用する

※設ける・適用する

・設けない

・設けない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

仕上塗料塗り
の種類

４

・AS-J2

AS-T1の場合

平たんさ　・A種　・B種　・C種

平たんさ　・A種　・B種　・C種

※ｶﾗｰ　・ｼﾙﾊﾞｰ

・AS-J1

・AS-J3

※ｶﾗｰ

※ｶﾗｰ

仕上塗料塗り

※ｶﾗｰ　・ｼﾙﾊﾞｰ

・AⅠ-1 ・AⅠ-2 ・AI-3

・C-1 ・C-2 ・C-3 ・C-4

・A-1 　・A-2 　・A-3

・B-1 　・B-2

・BⅠ-1 ・BⅠ-2

・D-1 ・D-2

３

・ 分析による石綿含有建材の調査

分析対象 　ｱﾓｻｲﾄ、ｸﾘｿﾀｲﾙ、ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ、ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ、ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ、ﾄﾚﾓﾗｲﾄ

分析方法
定性分析方法 定量分析方法

材　料　名 JIS A 1481-1または JIS A 1481-3または
JIS A 1481-2 JIS A 1481-4

・       箇所 ・       箇所

・       箇所・       箇所
・       箇所・       箇所
・       箇所・       箇所

ｻﾝﾌﾟﾙ数　　１箇所あたり3ｻﾝﾌﾟﾙ 採取箇所　　・　図示　　・

分析調査の結果、石綿の含有が確認された場合の対応は監督員との協議による

貸与資料(　　　　　　　　　　　)
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調査のための破壊部分補修

調査方法

※図示　　・(　　　　　　　　)

※図示　　・(　　　　　　　　)

※図示　　・(　　　　　　　　)施工計画・数量調査の 施工数量範囲

適用工事種別 技 能 検 定 の 職 種

鉄筋工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

コンクリート工事 ・型枠施工 ・コンクリート工事圧送工事作業

鉄骨工事 ・とび

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事 ・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業防水工事　　　　 ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・シーリング防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

・樹脂接着剤注入施工

石工事 ・石材施工（石張り施工）

タイル工事 ・タイル張り

木工事 ・建築大工

屋根及びとい工事 ・建築板金（内外装板金作業）　・スレート施工

金属工事 ・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

左官工事 ・左官

建具工事 ・サッシ施工　　・ガラス施工 ・自動ﾄﾞｱ施工

・ガラスフィルム施工

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事 ・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工(ＰＣ)　・サッシ施工　・ガラス施工

塗装工事 ・塗装（建築塗装作業）

内装工事 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・畳製作作業　

・ボード仕上げ工事作業　・表装　・熱絶縁施工　　

植栽工事 ・造園

※実施する(・外壁塗装色　・塗装工事　　　)　・実施しない

提出図書

・Ａ３縮小製本図　　　部（JWW.CADﾃﾞｰﾀ、PDFﾃﾞｰﾀ　共）

・その他監督員が指定した図面

工事完了後整理のうえ監督員に提出する。　提出部数　　　部

　・写真の電子データ提出

提出部数　　　部

８

９
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13 工事完成写真

14 工事施工状況写真

 [1.6.1]

新潟県防水工事業協同組合員以外の施工で、監督員が認めた場合は、防水施工

新潟県防水工事業協同組合との3者連名の保証書を提出する。

業者、受注者、製造所との3者連名の保証書を提出する。

保証期間　※　10　年　　・　　　年

 [2.4.1]

監督員用備品として、下記のものを工事期間中、現場に常備し、貸与する。

８

９

 [2.2.1]

※枠組足場又はくさび緊結式足場　　・その他（　　　　　　　　　）

※図示による　　・

※管理型最終処分場　　　・製造業者に委託

①最終処分とする場合は、管理型最終処分場で埋立処分する。

②再資源化する場合は、再資源化施設の受入条件を確認のうえ、

　適切に分別した後、再資源化施設で再資源化する。

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・金属類

・PCB含有物

施工調査

※ 石綿含有建材の事前調査

７ [1.5.1]

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき石綿含有建材の事前調査を行う。

保証期間開始日は引き渡し日とする。

 [3.7.8]

※行わない

・行う　 　※簡易接着性試験　・引張接着性試験(施工部位　　　　　　)

接着性試験

（試験成績書を監督員に提出し、承諾を得る）

とい受け金物の取付け及び取付け間隔　※図示　・[表3.8.2]による

材種　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.2][表3.8.1]

鋼管製といの防露　※図示　・[表3.8.3]による

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

固定間隔　建築基準法に基づく指定する条件により定める

下地補修　※樹脂ﾓﾙﾀﾙ薄塗　t=3.0

板材折曲げ形ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の取付工法

とい

笠木の固定金具は[3.9.3](2)(ｱ)とし、それ以外の取付方法は図示による。

８

９

・　BB-2種

・250形 1.6以上

・300形 1.8以上

・350形 2.0以上

※行う（図示）

・行わない

種　類 板厚(mm) 下地補修

・

ｵｰﾌﾟﾝ形式ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の種類　　　　　　　　　　[3.9.2][3.9.3][表3.9.1]

表面処理

※　AB-1又はBB-1種（無着色）

・　ﾌﾞﾗｳﾝ系

・　ﾌﾞﾗｯｸ

・　ｽﾃﾝｶﾗｰ

[3.2.6][3.2.6]

※[表3.5.1]から[表3.5.3]による　　・　

室内保護密着工法保護層が床塗りの場合の床の目地

建築基準法に基づき定める風圧力の計算書を監督員に提出すること

機械的固定工法の場合の一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの張付け

　・ 行う（ ・ 図示　・　　　　　　　　）　　・ 行わない

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部の増張り（種別 S-F1、SI-F1の場合）

設置数量　※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様による　　・　　　　　　　　個

脱気装置の種類及び設置数量　

　両面に樹種を積層加工した鋼板

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれらの片面若しくは

固定金具の材質及び寸法形状

絶縁用ｼｰﾄの材質　※ 発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ　　・　

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ　　

目地の種類（※押し目地　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

目地割り　（※2㎡程度　最大目地間隔 3m程度　・　　　　　　）

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

SI-M1及びSI-M2における防湿層ﾌｨﾙﾑ

・　設置する　　・　設置しない

※　非歩行用　　・　軽歩行用

種類　　　※　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様による　　・　　　　　　　　　　　

（建築工事）

3
A3 1

2

2

1

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市

2025/03/24 17:02:33

A-03

改修特記仕様書（1）

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

ーーーー
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※行わない

抜取り部の補修方法

充 填 材 料 種　別 備　考

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※1成分形又は2成分形

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.2.5]　[4.3.6]

※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　　　　 [4.2.8]

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　 　      [4.1.4][4.2.4][4.2.6]

・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｼｰﾙ材料

ｸﾗｯｸに押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　 　　　　[4.1.4][4.2.4][4.2.7][4.3.8]

[4.2.7](2)(ｳ)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等で

３ 欠損部改修工法

不可能な場合は監督員と協議すること。

仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

・ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

※図示

充填材料　　※　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙの塗り厚が20㎜を超える場合、または現状成形が

・充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.4][4.2.8][4.3.9]

・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.3.5][4.3.10]

既製目地材　・適用する（形状　※図示　　・　　　）　　　　　 [4.3.5]

※25

 改修工法の種類  ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/㎡)

指定部一般部

※16

・　 ・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※13

・　

※20

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

注入工法

※13 ※20

・　 ・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

注入口の箇所数

(箇所/㎡)

指定部一般部

※25

 注入量

※12 ※20

・　 ・　 ・　

※12 ※20

・　 ・　

※50

・　

材質

４ 浮き部改修工法

※25

(ml/箇所)

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合　　　[4.1.4][4.3.5][4.3.11～4.3.16][表4.3.5、6]

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.3.5]

・既存ﾀｲﾙ撤去面（・ｺﾝｸﾘｰﾄ面　・ﾓﾙﾀﾙ面）

4-4

１ ひび割れ部改修工法 改修箇所　・既存ﾀｲﾙ張り面
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※行わない

抜取り部の補修方法

充 填 材 料 種　別 備　考

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※1成分形又は2成分形

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.2.5]　[4.3.6]

※充填工法（※ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　　　　 [4.2.8]

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　 　      [4.1.4][4.2.4][4.2.6]

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・外壁ﾀｲﾙ接着剤

２ 欠損部改修工法 ・ﾀｲﾙ部分張替え工法　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.1.4][4.4.7]

接着材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.4.7]

・ﾀｲﾙ張替え工法　　　　　　　　　　　　　 　　　　      　[4.1.4][4.4.8]

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地　　　　　　        [4.4.8][表4.4.2]

３ 浮き部改修工法

材質

・　

※50

・　・　

※20※12

・　

※25

・　・　

※20※12

 注入量

※25

一般部 指定部

(箇所/㎡)

注入口の箇所数

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・　・　

※20※13

注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・　

※20

・　

※13

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・　・　

※16

一般部 指定部

(本/㎡)

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 改修工法の種類

※25

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合　　　[4.1.4][4.3.5][4.3.11～4.3.16][表4.3.5、6]

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.3.5]

ﾀｲﾙの大きさ 工　法

・外装ﾀｲﾙ

・密着張り

ﾀｲﾙの種類
貼付けﾓﾙﾀﾙ

塗厚(総厚)(㎜) 備　考

5～8

種類

ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ張り工法と貼付けﾓﾙﾀﾙの塗厚　　　　　　　　　　[表4.4.5]

小口平

二丁掛け

100角
・改良圧着張り 下地側4～6

ﾀｲﾙ側1～3

・ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ・ﾏｽｸ張り

・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

3～4

3～5

ﾕﾆｯﾄごとに

張り付ける。
ﾓﾙﾀﾙ50二丁以下

ﾓﾙﾀﾙ
1枚ずつ張り

付ける。

４ ﾀｲﾙの種類及び工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※打ち継ぎ目地及びひび割れ誘発目地:ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ

※伸縮調整目地・その他目地:変成ｼﾘｺｰﾝ 位置　※図示

５　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

１ 既存塗膜等の除去

　 及び下地処理4-5　
塗 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

工法及び処理範囲　※図示

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ２ 下地調整塗材

３ 仕上げ塗材

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・外壁用

呼び名種類

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

仕上げの形状等

※３種　・２種　・１種

外観

・ゆず肌　・凸部処理

※つやあり　・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ

・ゆず肌　・凸部処理

※３種　・２種　・１種

・外装薄塗材E

・複層塗材E

・防水形複層塗材E

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　　 　　　[4.5.4][表4.5.4～表4.5.7]

※下地調整塗材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.5.2][4.5.4]

種類、仕上げの形状、工法　　[4.1.5][4.5.2][表4.5.1、2][4.7.2][表4.7.1]

防火材料は認定材料の外壁又は、建築基準法に基づく指定を受けたものとする。[4.5.2]

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

ﾀｲﾙの種類
施工場所

用途

形状寸法

(mm)

耐凍害性

なしあり

・

・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・・

施釉 無釉 あり なし 標準 特注

色役 物うわぐすり防滑性

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

ﾓﾙﾀﾙ

有機系

接着剤

ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.4.5]

ﾀｲﾙの試験張り　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　　　[4.4.8]

ﾀｲﾙの見本焼き　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　    　[4.4.8]

５ 目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法　　　　　　　　　　　　　　 　[4.1.4][4.4.16]

・伸縮目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.4.16]

ﾀｲﾙの

小口以上

二丁掛け

ﾀｲﾙの

・外装

・ﾕﾆｯﾄ

工　法

有機系接着剤によるﾀｲﾙ張り工法と貼付け材料の使用量　　　　　　　[表4.4.6]

50二丁

以下

位置　※[4.4.2]による　・図示

(ml/箇所)

　建具表による)

16 開閉方式の種類　※ 手動式　・ 上部電動式（手動併用）

耐風圧強度（　　）N/㎡

障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　・図示　・　　

ｽﾗｯﾄの材質

  ・ JIS G 3322（塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

     めっき付着量（※ Z06又はF06　・　　　　　） 　

　・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

     めっき付着量（※ AZ90　・　　      　　　）

ｽﾗｯﾄの形状　・ ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

17 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ     ｾｸｼｮﾝ材料
      による区分

※ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

障害物感知装置を設けた電動式の設置箇所　・図示　・　　

開閉方式    収納形式   ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ耐風圧性能

  による区分による区分 の材質の区分(Pa)

・ 125 ※ ﾊﾞﾗﾝｽ式 ・ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ※ 溶融亜鉛

・ 100 ・ ﾁｪｰﾝ式 ・ ﾛｰﾍｯﾄﾞ形  　めっき鋼板

・ 75 ・ 電動式 ・ ﾊｲﾘﾌﾄ形 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

(・　　　　　　・ 50 ・ ﾊﾞｰﾁｶﾙ形
※SUS304､SUS430JIL
又はSUS443JI）

18 ｶﾞﾗｽ ・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽの品種及び厚さの呼びによる種類 ・図示

・型板ｶﾞﾗｽの厚さによる種類 ・図示

・網入り板ｶﾞﾗｽ及び線入り板ｶﾞﾗｽの網又は線の形状、

　板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類 ・図示

・ 合わせｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さによる種類 ・図示

　・平面合わせｶﾞﾗｽ　　・曲面合わせｶﾞﾗｽ形状による種類

落球衝撃はく離特性並びにｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性による種類

・Ⅰ類　・Ⅱ－1類　・Ⅱ－2類　・Ⅲ類

・ 強化ｶﾞﾗｽ

形状による種類及び材料板ｶﾞﾗｽの種類による名称 ・図示

・Ⅰ類　・Ⅲ類

・ 熱線吸収板ｶﾞﾗｽ

・図示

・１種　・２種

・ 複層ｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ ・図示

・Ｇ　　・Ｓ

・空気　・

・ 熱線反射ｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類

　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６断熱性による区分

日射取得性、日射遮へい性による区分

乾燥気体の種類

板ｶﾞﾗｽによる種類及び厚さによる種類

性能による種類

破片の状態及びｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性による種類

・図示

・１種　・２種　・３種日射遮へい性による区分

映像調整 ・ 行わない　・ 行う

耐久性による区分(日射熱遮へい性による区分が２種の場合)・Ａ種　・Ｂ種

・ 倍強度ｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類 ・図示

ｶﾞﾗｽの留め材及び溝の大きさ

      建具の種類          ｶﾞﾗｽ留め材

・ 図示

・ 図示

※建具製造所の仕様による

・ 図示

※ ｶﾞｽｹｯﾄ 　

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ材ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

鋼製及び鋼製軽量

ｽﾃﾝﾚｽ製

  ※ ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形
  ・ 　

※ ｼｰﾘﾝｸﾞ材
  ・ 　

※ ｼｰﾘﾝｸﾞ材
  ・ 　

※建具製造所の仕様による

※建具製造所の仕様による

ｶﾞﾗｽ溝の大きさ(mm)

19 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ       目地幅(mm)  呼び寸法  厚さ  表面形状
(mm) (mm)  平積み   曲面積み

80 ※8～15 ※6m以下ごとに

・ 95 ・15～25 　　 ・   幅10～25

・ 正方形 ・ 125 ・ ・図示

・ 95 ・

・ 125 　　 ・

95

・ 長方形 80

95

・ 125×125

・ 160×160

・ 200×200

・ 320×320

・ 250×125

・ 320×160

外側※15以下

内側※6以上

壁用金属枠及び補強材　　　※　図示 　　　　　　　　　　

力骨　材質　※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)　・ 　　　

      寸法　※ 径5.5mm　・ 　　　

      形状　※ はしご形状複筋及び単筋　・

化粧目地ﾓﾙﾀﾙの色（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　  形状　・ 図示　・

金属製化粧ｶﾊﾞｰ　材質　・ ｽﾃﾝﾚｽ製　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

　　　　　　　　　寸法　・ 図示　・ 　

  伸縮調整目地
(mm)

６　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

１ 基本要求品質 特記以外の建物内部に使用する内装改修工事の既製品等の品質、又は製品を構成

する材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量はＦ☆☆☆☆を基本とする。なお、該当する材料

等がない場合において、Ｆ☆☆☆☆以外の材料等を使用する場合は監督員の承諾

を受けること。

２ 改修範囲 ・既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲　 　 　[6.1.3]

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲　    　[6.1.3]

※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・図示の範囲

・図示の範囲

・天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修　　　　　　 　　　　　　　 [6.1.3]

※既存のまま ・図示の範囲

軽量ｼｬｯﾀｰ

工法 ※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

目地部の横力骨の納まり ※ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様による　・ 図示　・　

種類

・ 衝撃破壊対応ｶﾞﾗｽ

　 飛散防止ﾌｨﾙﾑ

・ 日射調整ﾌｨﾙﾑ

・ 層間変位破壊対応

　 ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ

20 ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑ 記号 日射調整

・ GI-1 ・ あり
・

・ GD-1

・ なし

・

※内張り

※内張り

張り面

・ SC-1-A　・ SC-1-B　・ SC-1-C
・ SC-1-D　・ SC-1-E

その他性能等

(・ SC-1-A　・ SC-1-B　
 ・ SC-1-C　・ SC-1-D
 ・ SC-1-E)

品質　JIS A 5759による。

※消防法の有窓無窓の判定がある場合は図示による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　[6.1.2]

※飛散防止ﾌｨﾙﾑは､厚さ0.15mm以下､引張強度200N/25mm幅以下､伸び率60％以上とする。

注入工法

注入工法の種類

※200～300

・　

※50～100

※100～200

※150～250

・　

0.2以上～1.0以下

・　

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

※図示による。

※図示による。

※図示による。

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・樹脂注入工法　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.5]

注入工法

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の表面処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表5.2.2]

※AB-2　BB-2

屋　内

屋　外

過酷な環境の屋外

種　別 色

※AC-2

※AB-1　BB-1

※BA-1種

※BA-2種

※AC-1　C種 　　　　　　　－　　　

　　　　　　　－　　　

　　　　　　　－　　　

　　　　　　　－　　　

※ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ

※ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ

・着色は図示による

防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.2.3]

網の種別　※合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

形　　式　・外部可動式　・固定式　・図示

外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.1]

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工箇所

・Ａ種 Ｓ－４ ※Ｗ－４ ※７０

※Ｂ種 Ｓ－５ 　Ａ－４ ・Ｗ－５ ・

・Ｃ種 Ｓ－６

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

７ 樹脂製建具

防 鳥 網　・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)線材 線径1.5㎜網目寸法15㎜　

６ 網戸

防音等級、断熱等級、日射熱取得性の等級は建具表による。　　　　　[5.3.2]

外部に面する建具の遮音性能等級　　　　　　　 　　　　　　　　　[5.3.2]

・Ｔ－１

・Ｔ－２

遮音性能 施工箇所

・図示 ・

・図示 ・

１ 改修工法 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.1.3]
適　用　箇　所改修工法

[5.1.3]

・

・

既存建具再利用の調整・建具金物等　※図示

２ 防火戸 防火戸の指定　※図示

ﾋｭｰｽﾞ装置、熱感知器又は煙感知器と連動　※図示

特殊な建具の仮組　※実施しない　・実施する建具は図示

見本の製作　　　　※実施しない　・実施する建具は図示　　　　　　　[5.1.5]

※適用する（適用部品及び適用位置は図示）

３ 見本の製作等

４ 防犯建物部品 [5.1.7]

５ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　 　[5.2.2][5.2.4][表5.2.1]

・Ａ種 Ｓ－４

※Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－５

Ｓ－６ 　Ａ－４ 　Ｗ－５ ・１００

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工箇所

・図示

・図示

・図示 ・

・

・

・Ａ－３ ・Ｗ－４ ・７０

防音等級、断熱等級、耐震等級　・図示

(注)　形式が引き違い・片引き・上げ下げ窓で、複層ｶﾞﾗｽを使用する場合は

枠の見込み100㎜とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.1.3]

新規建具を設ける壁部分の開口の開け方、周囲の補修方法　　　新規建具を設ける壁部分の開口の開け方、周囲の補修方法　　　

範囲は図示による。

塗膜防水材

ー

４　ﾏｽﾁｯｸ塗材塗仕上げ 種別　・A種　　・B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.6.2]

大きさ

以下

種類

ﾀｲﾙ

ﾀｲﾙ

外装ﾀｲﾙ

外装ﾀｲﾙ

接着剤

張り

接着剤

張り

裏面反り

貼付け材料

規格番号

裏あし高さと

種類 使用料(㎏/㎡) 備考

上記以外

上記以外

裏あし高さ0.9㎜以下、

かつ、裏面反り±0.7㎜以下

裏あし高さ0.9㎜以下、

かつ、裏面反り±0.7㎜以下
JIS A

 5557

 5557

JIS A 有機系

接着剤

有機系

接着剤

2.5

2

ー

付ける。

に張り

ﾕﾆｯﾄごと

3.5

2.5

外部に面する建具の断熱性能等級　　　　　　　　　[5.3.2][5.3.4][表5.3.2]

断熱性能

・Ｈ－４

・Ｈ－５

性能値(W/㎡･K)

・Ｈ－６

施工箇所

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・Ｈ－７

・Ｈ－８

2.9以下

2.3以下

1.9以下

1.5以下

1.1以下

ガラス ※複層ガラス　・単層ガラス　・三重ガラス [5.3.3]

[5.3.4]

水切り ※図示 [5.3.5]

表面色 標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)　・特注色

　(標準型鋼製建具を

　 含む) 外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　 [5.4.2][5.4.6][表5.2.1]

・Ｓー４　　・Ｓー５　　・Ｓー６

※適用する(適用箇所は建具表による)　　・適用しない

防音等級、断熱等級、耐震等級は建具表による。

８ 鋼製建具

鋼板類の厚さ ・図示　　・　　　　　

（１枚の戸の有効間口幅950㎜又は有効高さ2,400㎜を超える場合を除き

　[表5.4.2]による。)

９　鋼製軽量建具  [5.5.2][5.5.6]簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用

※適用する(適用箇所は建具表による)　　・適用しない

鋼板類の厚さ ・図示　　・　　　　　

（１枚の戸の有効間口幅950㎜又は有効高さ2,400㎜を超える場合を除き

　[表5.5.1]による。)

　　　　　[5.4.2][5.6.2]

・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用

※適用する(適用箇所は建具表による)　　・適用しない

防音等級、断熱等級、耐震等級は建具表による。

10 ｽﾃﾝﾚｽ製建具

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　 　　　　　[5.4.2][5.6.2]

建具表による。

マスターキー　　　※製作する（　3　本）　　・製作しない

鍵の作成本数　　　※　　　本

市販品 形式　・３０組用　・６０組用　・１２０組用　・　

・錠前１組に２枚とする　　・錠前１組に  　枚とする

取付け・施工は図示による

11 木製建具

12 建具用金物

かまち戸の樹種　　かまち(　　　　　　)　　鏡板(　　　　　　)　[5.7.2]

ふすまの上張り　　※新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度　・鳥の子　　　　　[5.7.3]

ふすまの縁の仕上げ　　・塗り縁　・生地縁　　　　　　　　　　　[5.7.4]

[5.8.2][5.8.3]

 [5.8.4]

鍵箱

かぎ札

 自動ドア     性能      防錆

・ SSLD-2

・ DSLD-2

・ 適用しない

・ 適用する

13

・ SSLD-1

・ DSLD-1 ・

   凍結防止

・ 光線(反射)ｾﾝｻｰ ・ 行う

・ 熱線ｾﾝｻｰ

・ 音波ｾﾝｻｰ

・ 光電ｾﾝｻｰ ・ 行わない

・ 電波ｾﾝｻｰ

・ ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

・ 押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

(適用箇所は建具表による)

 引き戸用検出装置の種類

(適用箇所は

自動ﾄﾞｱ開閉装置

　　戸の開閉方式　　　　　　　　　　　 ・図示

　　凍結防止措置　　　　　　　　　　　 ・適用する（建具表）　・適用しない

　　開閉方式　※片開き

　　耐電圧、温度上昇、耐久性[ｻｲｸﾙ]、防錆、電源

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　放射無線周波数電磁界耐性、耐電圧、防錆、防滴、電源

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 車椅子使用者用便房ｽｲｯﾁ

※改修標準仕様書

表5.9.1による

車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置[表5.9.2]

　　　※ [表5.9.2]による

　　　・ [表5.9.2]によらない場合は下記による

引き戸用検出装置[表5.9.3]

　　　※ [表5.9.3]による

　　　・ [表5.9.3]によらない場合は下記による

　　引き戸検出装置の種類[表5.9.4]　　　・建具表による

引き戸用駆動装置　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.9.2、3][表5.9.1、4]

14 自閉式上吊り

引戸装置

・閉じ速度の調整(　　　　　　　　　)

・制動区間　　 （　　　　　　　　　）

・耐衝撃性　　　(　　　　　　　　　)

・手動開き力(　　　　　　　　　)

・制動区間　(　　　　　　　　　)

・開閉繰返し(　　　　　　 　 　)

性能値等　　　※[表 5.10.1]による　・

　　　　　　　　[表5.10.1]によらない場合は下記による 　[5.10.3]

15 重量ｼｬｯﾀｰ

ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板

ｼｬｯﾀｰの種類 　　　　　　　　　　　耐風圧強度

・ 管理用ｼｬｯﾀｰ 耐風圧強度 (           ) N/m

・ 外壁用防火ｼｬｯﾀｰ 耐風圧強度 (           ) N/m

・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ
・ 屋内用防煙ｼｬｯﾀｰ

2

2

開閉方式の種類　※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式　

二重ﾁｪｰﾝ、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの

設置箇所　・図示　　・　　

障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　・図示　・　

屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止機構

　・設ける　（設置箇所　・図示　　・　　　　）

　　「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」

　　（昭和48年12月28日建設省告示第2563号）に定める基準に適合するもの

管理用ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　・ 設ける　・ 設けない　　

　　 ※障害物感知装置（自動閉鎖型）　　・可動座板式　　・設けない

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、まぐさ、雨掛りに用いる座版及び座板のｶﾊﾞｰ、雨掛りに用いる

　めっきの付着量　※ Z12又はF12　・

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ類のふた材質

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　※　SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1　　・　　　　　　　　

                  ・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 　

  鋼板の種類　　　・ JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

[表 5.11.2、3]

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　　　　　　 　　　[5.4.2][5.4.6][表5.4.1]

[5.12.2～4]

[5.13.2、3]

[3.7][5.14.2～4]

　[5.14.5]

・行う　(※1個/500m毎、及びその端数につき1個　・　　個/　　m毎)

※行う　・行わない

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

狭幅部

・　

・　

・　

・　 ・　

※9 ※16・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・　 ・　

※9 ※16

※5(本/m)

※5(本/m)

※5(本/m)

※5(本/m)※5(本/m)

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ﾎﾟﾘﾏｰ

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

※9 ※16 ※5(本/m)※5(本/m)

・　 ・　

・　

※20

・　 ・　 ・　

・　

※9

・　 ※25

※25

※9

・　 ・　 ・　

※16 ※50

ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝはｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6mmの外径

・行う　(※1個/500m毎、及びその端数につき1個　・　　個/　　m毎)

※行う　・行わない

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝはｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6mmの外径

ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

※50※16

・　・　・　

※9

※25

※25・　

※9

・　

・　・　・　

※20

・　

・　・　

※5(本/m)※5(本/m)※16※9

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ﾎﾟﾘﾏｰ

※5(本/m)※5(本/m)

※5(本/m)

※5(本/m)

※5(本/m)

※16※9

・　・　

ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 ※16※9

・　・　

・　

・　

・　

狭幅部

ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・

・凹凸状

耐候形

・凹凸状

耐候形

・

・

・

位置、寸法は図示による。

3

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市

2025/03/24 17:07:11

A-04

改修特記仕様書（2）

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

ーーーー



　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

３ 施工数量調査

下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数量

調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

・内部床、壁、天井等の改修後に見え掛りとなる既存のｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、

ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ等の面

調査内容 ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰの浮き部分を壁面に表示する。

また、ﾓﾙﾀﾙの欠陥部分(ﾓﾙﾀﾙ目地を含む。)を調査する。

仕上材の欠損部、腐朽部、脆弱部を壁面に表示する。

・ｶﾊﾞｰ工法による床・壁・天井改修箇所の下地材

調査内容 既存下地材の不陸、脆弱部、欠損部を調査する。

天井下地組の強度、腐朽状況を調査する

・改修工事後も使用する建具(枠、額縁を含む。)

調査内容 建具の建付け状況、建具金物の不具合の有無、仕上げ材の

欠損部、腐朽部を調査する。

・設備工事及び既存部分と改修部分との取合い部の整合を調査する。

・造り付けの実験台、作業台、流し及び黒板等で監督員が指示したもの

について、欠陥部分不具合の有無を調査する。について、欠陥部分不具合の有無を調査する。

４ 既存床の撤去及び

   下地補修

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の撤去　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[6.2.2]

※仕上げ材のみ(接着剤とも)

６

・下地ﾓﾙﾀﾙとも(※図示の範囲)

・合成樹脂塗り床の材の除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　[6.2.2]

・機械的除去工法 ・目荒工法

５ 既存壁の撤去及び

　 下地補修 ※図示

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

※図示

６　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

                                                               [1.6.2]

※[4.3.10]ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修　　　　　　　　　　 [6.3.2][4.3.10]

[6.8.2、3]

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ) ・無地 ※2.0
・ ・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・柄物 ・

色柄 寸法 厚さ(mm)種類の記号 備考

・FT ・無地 ・300×300 ※2.0

・柄物 ・450×450 ・2.5(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・3.0

・KT ・無地 ※2.0・300×300
(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・柄物 ・3.0・450×450

・500×500・FOA ・無地 ※2.0
・(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・柄物

・無地 ・・300×300・TT
・柄物 ・(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ ・・無地・FOB
・柄物(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

14

接合部の処理※熱溶接工法

15

[6.8.2、3]

・帯電防止床ｼｰﾄ

種類（             ）

性能（             ）

厚さ（           mm）

・帯電防止床ﾀｲﾙ

種類（             ）

性能（             ）

寸法厚さ（×mm）

・視覚障害者用の床ﾀｲﾙ

種類（             ）

形状（             ）

突起の形状、寸法及び

その配列はJIST9521による

[6.8.2]

特殊機能床材

[6.8.2]寸法(mm)(　　　　　　)厚さ(mm)・3.0・4.5・6.0・9.0

色柄(　　　　　)種類・単層品・(　　　　　)

高さ(mm)※60・75・100 厚さ(mm)※1.5以上・材質の種類　・軟質・硬質

[6.8.2]

寸法厚さ（  ×   mm）

種類（             ）

・防滑性床ﾀｲﾙ

厚さ（           mm）

種類（             ）

・防滑性床ｼｰﾄ

厚さ（           mm）

種類（             ）

・耐動荷重性床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ幅木

ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ

16

17

18

備考

帯電性 備考

下敷き材※反毛ﾌｪﾙﾄ（JISL3204）の第2種2号呼び厚さ8mm・

※反毛ﾌｪﾙﾄ（JISL3204）の第2種2号呼び厚さ8mm・

下敷き材(ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法の場合)

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法
・全面接着工法

帯電性工法ﾊﾟｲﾙ長さ(mm)ﾊﾟｲﾙの形状

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 ・

・4～6・・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ ・適用しない
・適用する・5～7・・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

織じゅうたんの接合方法※ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法・

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶ-ﾍﾟｯﾄ ・

・適用しない

・適用する

色柄等種別 織り方

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ ない無地
※模様の・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

[6.9.2、3][表6.9.1]・織じゅうたん
ﾊﾟｲﾙの形状

ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き19

備考総厚さ（mm）施工箇所種別

・ ・・第二種
※6.5※500×500・第一種・ｶｯﾄ・ﾙｰﾌﾟ併用

・ ・・第二種
※6.5※500×500・第一種・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ ・・第二種
※6.5※500×500※第一種※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

ﾊﾟｲﾙの形状 寸法
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

見切り、押え金物       ・適用する（材質、形状等※図示・） ・適用しない

塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※規制対象外・

板厚(mm)

(直張り)

(根太張り)

樹種工法種類

・

・接着工法 ※なら・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・
・接着工法 ※なら

・

・釘留め工法 ※なら

・

・釘留め工法 ※なら・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

[6.11.2～6]単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ・つや消し仕上げ

※平滑仕上げ

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・厚膜流しのべ工法

・薄膜流しのべ工法

種別

（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）

・薄膜型塗床材

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

・厚膜型塗床材

弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・厚膜型塗床材

施工箇所
[6.10.2、3]・厚膜型塗床材

工法 仕上げの種類

※[表6.11.1、6.11.3]

[6.11.5}による

大きさ(mm)

・303×303・^$2

厚さ／大きさ (mm) 仕上塗装

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

間伐材等
の適用

・

・

・

・

ﾎﾞｰﾄﾞ1等

ﾌﾞﾛｯｸ1等

合成樹脂塗床20

21

(mm)

・天然木化粧
・

・

・接着工法 による ・
・

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

種類 工法 樹種
厚さ/大きさ 塗装仕上げ防湿処理種別

・釘留め工法

・釘留め工法

(根太張り)

(直張り)

※なら

※なら

・A種

・B種

・塗装品

・無塗装品
※

[表6.11.2]

[表6.11.4]

[6.11.6]

・適用する

・適用しない

間伐材等
の適用

・C種

接着工法の場合の裏面緩衝材　          ※合成樹脂発泡ｼｰﾄ・

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量　※規制対象外

既存ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの塗替えを行う場合の下地調整及び塗装　※図示

[6.11.5]

[6.11.6]

種別・A種・B種・C種・D種(畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N)

・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地(ﾉﾝﾌﾛﾝ)

[6.12.2]

畳表及び畳床はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

畳敷き

下地の種類　　　・(表12.6.1)による床組

22

衝撃緩和型畳（畳表　・C1　・C2）

合板類、MDF、及びﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

※規制対象外

※規制対象外

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ製品　種類・厚さ(※図示　・　　　　)

・吸音材料　　　　　 種類・厚さ(※図示　・　　　　)

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　　 　種類・厚さ(※図示　・    　　)

・繊維板　　　       種類・厚さ(※図示　・　　　　)

・木質系ｾﾒﾝﾄ板　　   種類・厚さ(※図示　・　    　)

・普通合板

表板の樹種名　・ 板面の品質

厚さ　　　　　※図示

防虫処理・行う・行わない

・

・天然木化粧板

・化粧板の樹種名 厚さ　※図示

防虫処理　・行う　・行わない

・特殊加工化粧板

化粧板加工の方法(・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　・　　　)

表面性能 ・ 厚さ　　　　※図示

防虫処理　・行う　・行わない

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ等の下地　 ※図示

遮音ｼｰﾙ材 ・適用する(・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ) ・適用しない

合板類の張付け　※B種　・A種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その

他のﾎﾞｰﾄﾞ張り

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法・仕上表による・

[6.13.2、3]

23

接着の程度　・１類　・２類

接着の程度　・１類　・２類

接着の程度　・１類　・２類

施工箇所 防火性能
紙 繊維

・ ・ ・ ・ ・ ※不燃・準不燃

・ ・ ・ ・ ・ ※不燃・準不燃

・ ・ ・ ・ ・ ※不燃・準不燃

・ ・ ・ ・ ・ ※不燃・準不燃

ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ

無機質
備考壁紙の種類

その他

壁紙張り ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量※規制対象外・ [6.14.2、3]24

ﾓﾙﾀﾙ・ﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえの種別　※B種　・

ｺﾝｸﾘｰﾄ面の素地ごしらえの種別　　　　※B種　・

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえの種別 ※B種・

ﾓﾙﾀﾙ塗り ﾓﾙﾀﾙ・現場調合材料 ・既調合材料

既製目地材　・設ける 施工箇所(     )形状 (※図示 ・  ) ・設けない

[6.15.3、6]

床目地　　　・設ける(工法　※押し目地　・　　　　　　)

(目地割り※2㎡程度　・　　) (最大目地間隔　※3ｍ程度　・　)

 ・設けない

25

壁面仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理・ ・図示

ﾀｲﾙ張り

[6.16.2～4]

伸縮調整目地の位置　床ﾀｲﾙ 　 (※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　)

床ﾀｲﾙ以外(・図示　　　　　　　　 ・　　　　 　　)

26

伸縮調整目地のｼｰﾘﾝｸﾞ材、目地寸法は［3.7.3］による

・
・

ﾀｲﾙ張り工法 [表6.16.4]
施工場所

・

・

ﾀｲﾙの種類

内装ﾀｲﾙ

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

（内装ﾀｲﾙ以外）

・密着張り

ﾀｲﾙの大きさ

・改良圧着張り

工法

・ﾏｽｸ張り

・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

・

・

小口平
二丁掛
100角

50二丁以下

・ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ(ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ)張り

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

役物 色 耐凍害性
施工箇所

(mm) 有 無 標準 特注 有 無Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう無ゆう 適用

再生材の形状寸法 吸水率による区分
耐滑り性

ﾀｲﾙの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・ 行う　・ 行わない

見本焼き　・ 行う　・ 行わない

・ 既調合ﾓﾙﾀﾙ

ﾓﾙﾀﾙ下地としたﾀｲﾙ工事に使用する張付け用ﾓﾙﾀﾙとして、ｾﾒﾝﾄ、

細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

ﾀｲﾙの形状、寸法等
役物 色 再生材の 耐滑うわぐすり 耐凍害性吸水率による区分形状寸法

施工箇所 施ゆう無ゆう 有 無 標準 特注 有 無 り性Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 適用(mm)

・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　 ・　 ・　・　

・　・　・　・　・　・　・　・　・　 ・　 ・　・　・　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・ 行う　・ 行わない

見本焼き　・ 行う　・ 行わない

内装ﾀｲﾙ接着剤張りに使用する有機質接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

  ※ 規制対象外　・

・ 有機系接着剤によるﾀｲﾙ(ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ)張り ・

種類及び品質　・ せっこう系　・ ｾﾒﾝﾄ系 [6.17.2、3]

標準塗厚(mm)　・

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り27

６６

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６ 製材

※ 2級　・

※ 2級　・　

※ 2級　・　

※A種・B種・

※A種・B種・

※A種・B種・

形状

[6.5.2]

含水率 等級 施工
箇所

 樹種 寸法
(mm) 保存処理間伐材等

の適用

見え掛
り面

面以外

・　

・　
※ 小節以上

・　
※ 上小節

・　

 施工
箇所 樹種

寸法
(mm)

等級 形状 含水率

※A種　・B種

保存処理

※A種　・B種

・　

・　
見え掛り

の適用
間伐材等

形状

※ 10％以上

※ 10％以上

・A種・B種・　

・A種・B種・　

※ 1等　・　

※ 1等　・　
・　

・　

 施工
箇所

樹種 寸法
(mm)

等級 含水率 保存処理間伐材等
の適用

・「JAS1083-6」に基づく広葉樹製材

  施工箇所
防虫処理 寸法

(mm)   樹種 材面の品質 含水率の適用
※A種・B種

・

（　　　　）

 造作材の場合

（※A種 ・B種）

・適用する

・適用しない

間伐材等
の適用

・「JAS1083」以外の製材

・　　　

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材
 芯材 化粧薄板

・※ 1等・ 2等
・※ 1等・ 2等
・※ 1等・ 2等

施工箇所
  の樹種
化粧薄板

の樹種
寸法
(mm) の厚さ(mm)

見付け材
面数  見付け材面の品質

間伐材等
の適用

７　造作用集成材

  樹種

・※ 1等・ 2等
・※ 1等・ 2等
・※ 1等・ 2等

寸法
(mm) 見付け材面数 見付け材面の品質

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材
間伐材等
の適用

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量  ※ 規制対象外・

  樹種 見付け材面の品質

・

施工箇所

※ 15％以下
・ ・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・
※ 15％以下

    施工箇所 (mm)
寸法

  の樹種
 化粧薄板

の樹種
 芯材 寸法

(mm)
化粧薄板
の厚さ(mm)

見付け材
面の品質

      含水率

含水率 間伐材等
の適用

間伐材等
の適用

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量※規制対象外・造作用単板積層材

曲げ性能
（強度等級）

種別施工箇所 品名 接着性能
（使用環境）

施工箇所

・

厚さ
(mm)

防虫処理
の適用

・有り(加工・天然木加工・塗装加工)

・無し(等級：　) ・適用しない

・適用する

表面の化粧加工
間伐材等
の適用

施工箇所
防虫処理 含水率表面の品質

・・有り

厚さ
(mm) の適用

・無し(　　)

(加工・天然木加工・塗装加工)

・適用する

・適用しない

※14％以下

間伐材等
の適用

樹種

・

(mm)
寸法 間伐材等

の適用

・「JAS3079」に基づくＣＬＴ（直交集成材）

・「JAS0701」に基づく造作用単板積層材

・「JAS0701」以外の造作用単板積層材

８

板面の品質
の程度
接着

床張り用合板等 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量※規制対象外・

・普通合板 [6.5.2]

・1類 広葉樹※2等以上・1等

・ ・2類 針葉樹※C-D以上・

・1類 広葉樹※2等以上・1等

・ ・2類 針葉樹※C-D以上・

施工箇所 厚さ
(mm)
※5.5

※5.5

単板の樹種名

・

・

防虫処理
の適用

・適用する

・適用しない

・適用しない

・適用する

間伐材等
の適用

９

防虫処理の適用

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

化粧板に使用
する単板の樹種名

・１類・２類

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 接着の程度厚さ
(mm)

化粧加工
・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 (mm)
厚さ 接着の程度 表面性能

の方法

・特類・１類

耐水性

※13タイプ※P又はM

・ ・

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

施工箇所
厚さ
(mm) による区分

表裏面の状態 曲げ強さ
による区分 による区分

※15

・

防虫処理の適用

難燃性
による区分

※12

・

厚さ

(mm)

有効断面
係数比

防虫処理

の適用

・適用しない

・適用する

・

・指定する

・指定しない

厚さ
(mm) 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・１類・２類 ・適用する
・適用しない
・適用する
・適用しない

間伐材等の適用施工箇所

・適用する
・適用しない

・適用する
・適用しない

※2級以上

・1級

※１類

・特類

※C-D以上

・

等　級
樹種名
単板の 接着の

程度
板面の品質 強度等級施工箇所

間伐材等
の適用

・構造用合板

等級

・１級・２級・３級・４級

施工箇所 厚さ
(mm)

難燃性曲げ強さ表裏面の状態厚さ
(mm) による区分 による区分 による区分

接着剤
による区分

・

間伐材等の適用施工箇所

・「JAS0360」に基づく構造用ﾊﾟﾈﾙ

・「JIS A 5905」に基づくMDF

接着剤 接着剤は可塑剤(難揮発性の可塑剤を除く)が添付されていないものとする。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 ※規制対象外・

施工箇所の下地がｾﾒﾝﾄ系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別 ・図示・

[6.5.3、4][6.8.2][6.9.2][6.11.4、5]

10

・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・Ｋ２・Ｋ３・Ｋ４

・Ｋ２・Ｋ３・Ｋ４

・Ｋ２・Ｋ３・Ｋ４

保存処理性能区分適用部材

適用部位：(　　　　)

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理
処理の方法適用部材

・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理 適用部位(　　　　)

防腐・防蟻処理

※JISK1571に適合
または同等品

薬剤の種類

[6.5.5]

11

※　製造所の仕様による　・　

・合板等の加圧注入処理等による防腐、防蟻処理　適用部位（　　　）

[6.6.2～4]野縁等の種類

・屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等

屋外(※25形・19形)屋内(※19形・25形)

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔　・図示・

周辺部の端からの間隔　　　　　 　・図示・

野縁の間隔                       ・図示・

既存の埋込みｲﾝｻｰﾄ                  ・使用する・使用しない

あと施工ｱﾝｶｰの確認試験             ・行う

(試験箇所数    か所 ※屋内の場合、当該階において3箇所屋外の試験荷重：)

※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成部材等の

  単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度)

(確認強度       N)

・行わない

12 軽量鉄骨天井下地

・吊りﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える場合

・天井のふところが3.0mを超える場合

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　※図示　　・

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

補強方法　※[6.6.4](8)(ｱ)(ｲ)による・

補強方法　※図示・

補強箇所　※図示・ 補強方法　※図示・

補強箇所　※図示・ 補強方法　※図示・

・屋外の耐風圧性を考慮した補強

・

[6.7.3、4][表6.7.1]

ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類

※[表6.7.1]によるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5mを超える場合　※図示・

出入口及びこれに準じる開口部の補強

・

軽量鉄骨壁下地13

※［6.7.4］(5)による

・「JAS1083-5」に基づく下地用製材

・「JAS1083-2」に基づく造作用製材

床暖房下地

床下地
12

9

ラワン

ラワン

イージーメンテナンス
イージーメンテナンス5.0

ACフロア

A-09 改修仕上表による

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市

2025/03/24 17:07:46

A-05

改修特記仕様書（3）

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

ーーーー



0.05ppm 200μg/m3

17μg/m3

100μg/m3

1.5ppb

6.3ppb

　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６

※(社)日本塗装工業会の会員又は監督員の承諾する業者１ 塗装業者

２ 材料

７　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

 [7.1.3]

測定室数　室

測定室数　室

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ
寸法 高さ

構　法 表面仕上げ材
(mm) (mm)

・ 置敷式
・ 支柱 ・
 　調整式

・ 置敷式
・ 支柱 ・
 　調整式

施工箇所
性能
耐震

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 500×500

・ 500×500

・ 3000

・ 5000

・ 3000

・ 5000

(N)

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・

所定荷重
(20.2.2)

備考

8

環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

　 物質低減対策

１ 室内空気有機化学 1)　測定時期 ※監督員との協議による

別表A

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

パラジクロロベンゼン

スチレン

エチルベンゼン

別表B

クロルピリポス

フタル酸ジ-n-ブチル

テトラデカン

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

ダイアジノン

フェノブカルブ

アセトアルデヒド

2)　測定対象物質

基準値 基準値

0.08ppm

0.07ppm

0.04ppm

0.05ppm

0.88ppm

基準値 基準値

100μg/m3

260μg/m3

240μg/m3

220μg/m3

3800μg/m3

0.1μg/m3

330μg/m3

0.29μg/m3

0.007ppb

0.04ppm

0.02ppb

3.8ppb 33μg/m3

測定室数　室

(監督員の指定した室)

(監督員の指定した室)

3)　測定室

・改修工事の事前及び施工後(13物質)

※施工後(別表A6物質)

4)　測定方法

測定機器

9　
追
　
加
　
特
　
記

測定要領 最新の基準等の測定方法

5)　測定結果が指針値を超えた場合の措置

※低減措置を講じ再測定で基準値内であることを工事受注者が行う。

6)　報告書の提出期限

※監督員との協議による。

建築材料等の選択、測定方法等で上記によりがたい場合は監督員と協議を行う。

7)　その他

最新の『厚生労働省「室内空気中化学物質の測定ﾏﾆｭｱﾙ」、学校にあっては

文部科学省学校環境衛生基準』(以下「基準等」という。)に認められている

測定機器

・改築等新営工事の施工後(13物質) (監督員の指定した室)

1) 再生資材の利用 下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

再 生 資 材 名 規　　格 使 用 箇 所 再資源化施設名・所在地 備    考

2) 建設発生土の利用 盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

発 注 機 関 工   事   名 発 生 場 所 施工会社名・連絡先 備    考

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。3) 建設発生土の搬出

受入工事名／施設名称

工事場所／施設所在地

連　　　 絡　　 　先

仮 置 場 所 の 有 無

備                考

4) 建設廃棄物の搬出 （特定建設資材）

搬出する廃棄物名

処理施設名称・・

施設所在地・・・

連     絡     先

備            考

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

搬出する廃棄物名

処理施設名称・・

施設所在地・・・

連     絡     先

備            考

搬出する廃棄物名

処理施設名称・・

施設所在地・・・

連     絡     先

備            考

　
建
　
設
　
廃
　
棄
　
物
　
の
　
処
　
理

10

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。

なお、受注者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。

ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

　　同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

提出物 ・原則、当該工事の受渡確認票、マニフェスト情報登録証明など(電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ)とする　

　が、監督員の承諾を得た場合は排出事業者保存用伝票全ての写し（紙ﾏﾆﾌｪｽﾄ：Ｅ票）

　とすることができる。

建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、１～９の指定や条件によりがたい場合

は、速やかに監督員に報告し、協議すること。

４　建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

５　再生資源利用計画書を作成するものとする。

６　再生資源利用促進計画書を作成するものとする。

７　自ら産業廃棄物を運搬・処分する場合以外は、委託契約書の写しを提出すること。

８　廃棄物は適正に処理し、マニフェストを交付するとともにその写しを提出すること。

９　協議について

家
屋
調
査

11
・あり「建築工事等における家屋調査仕様書」

・なし

(新潟市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載)

ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ>産業・経済・ﾋﾞｼﾞﾈｽ>土木・建築>公共建築>工事関係書類)

１　家 屋 調 査

28

建材の除去工事

石綿含有１ [9.1.1、3～6]

寸法精度

ﾊﾟﾈﾙの長さ ※各辺の長さが500mm を超える場合　±0.1％以内

500mm 以下の場合　　±0.5mm以内

ﾊﾟﾈﾙの平面形状（角度） ※各辺の長さが500mm を超える場合　±0.1％以内

500mm 以下の場合　　±0.5mm以内

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの高さ ※±0.5mm以内

※　(20.2.2)(2)(ｵ)(a)～(c)による　・

帯電防止性能　・評価値(U)≧0.6以上　　・評価値(U)≧1.2以上

漏えい抵抗　　※(R)≧1×10 Ω
6

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

        ・ 鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

溝型×深さ（mm）　・ 90×150　・ 120×80　・ 120×150　・ 150×80　・ 図示

材質　　・ 集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　） 　

　　　  ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

　　　　　 色合い　        ・ 標準色（      ）　・ 特注色（      ）

　　　　　 種別（14.2.1）　・ BC-1種　          ・ BC-2種

38

天井点検口

形式 備考材種 寸法

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ 450×450 ・ 鍵付き
・ 600×600・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・・ 鋼製

・ 一般形

・ 密閉形
・ 結露防止形

・ 屋内外用
・ 屋内用

床点検口

39

40

・ 450×450※

材種

　 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・

形式 外枠 内枠寸法

・ 額縁ﾀｲﾌﾟ ・ 額縁ﾀｲﾌﾟ
・ 600×600 ・ 目地ﾀｲﾌﾟ ・ 目地ﾀｲﾌﾟ

・

・ 一般形・ 屋内外用
・ 屋内用

・ 気密形

・※ RB種　・　木部

３

ひび割れ部の補修
新規塗替え

下地面の種類

・行わない既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　・行う（　　　　箇所）　

　※ 塗替え面積の30％　・ 図示　・

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

受けるものとする。

・屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

・F☆☆☆☆以外の材料を使用する場合、監督員の承諾を

下地調整・素地ごしらえ 　[7.2.1～7][7.3.1～7]

下地調整・素地ごしらえ
下地調整・素地ごしらえの種別

透明塗料塗り

不透明塗料塗り

・ RA種　・RB種　

※ RB種　・　鉄鋼面（DP以外）

・ RB種・ RC種

・ RA種・ RB種

・ 行わない

・ 行う

・ 行わない

・ 行う

・ 行わない

・ 行わない

・ 行う

・ 行う

※ RB種　・　   -

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP）

・ RC種
押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ALCﾊﾟﾈﾙ面

※ RB種　・　ｺﾝｸﾘｰﾄ面(DP以外)、

※ RB種　・　

※ RB種　・　亜鉛めっき面（鋼製建具等）

※ RB種　・　亜鉛めっき面

※ RB種　・　鉄鋼面（DP）

・ A種・ B種

・ A種・ B種

ﾓﾙﾀﾙ、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

※ C種・　

※ B種・　

※ B種・

※ B種・

・ A種・ B種

・ RC種

※ A種・ B種

・ A種※ B種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面
及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

目地継目処理

目地その他 ※ RB種　・　

※ A種・ B種

・ A種※ B種

・ A種・ B種

※ B種　・A種新規見え隠れ

塗料の種別塗装面 工程の種別

※ A種　・A種

※ C種　・A種

新規見え掛り

塗替え

錆止め塗料塗りの種別錆止め塗料塗り４ [7.4.2、3]

SOP

DP鉄鋼面

塗替え

新規

下地RA種

上記以外

※ C種　・※ A種　・B種

※ B種　・※ B種　・A種
※ A種　・※ B種　・A種

※ C種　・※ B種　・A種

塗替え

新規見え隠れ

新規見え掛りEP-G

塗替え

※ A種　・B種

めっき面

亜鉛

C種、D種

C種、D種

E種

※ A種　・

※ A種　・

・ B種　・ C種

C種

C種

B種 全面に塗り付ける塗替え、新規DP

EP-G

SOP

塗替え C種 ※ C種　・

新規

新規

上記以外

上記以外

鋼製建具等

鋼製建具等

※ A種　・ B種

・ A種　※ B種

※ A種　・ B種

・ A種　※ B種

・ A種　※B種

※ B種　・ A種※ B種　・ A種

※ B種　・※ B種　・

※ B種　・※ A種　・

※ B種　・ A種※ B種　・

※ B種　・※ B種　・

※ A種　・※ B種　・

　　　新規　 塗替え

　　　　　　工程

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

５ 塗装塗装

・ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り(CL)

    ※ 1種　・ 2種

  塗料の種類

  (SOP)

・ 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　　　　塗装の種類 　　　　　 塗装面

[7.5.2～7.13.2]

・ つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

   ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

・ A種 ・ B種　※ B種　・

※ B種　・

※ A種 ・※ B種　・

・ A種 ・ B種　※ B種　・
・C-2種

・B-2種

・A-2種

・C-1種

・B-1種

・A-1種

・C-1種

・B-1種

・A-1種

※ B種　・ A種※ B種　・ A種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 上塗り等級（　　）級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

       上塗り等級（　　）級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

・ 木材保護塗料塗り(WP)

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り（EP）

・ 耐候性塗料塗り(DP)

・ ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

[表7.8.1]
[表7.8.2]

※ A種 ・ B種　※ A種　・ B種

※ A種 ・ B種　

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種・ ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC)

・ ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS)  塗料（・油性　・水性）

・ ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り [表7.12.1]

-

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面)の塗替えの場合のしみ止め 　

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

  ※ [7.9.1]の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする　・

ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗りA種の工程2の適用

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗りの工程1の着色の適用

  ・ 適用する　　・ 適用しない

  ・ 適用する（　・ 溶剤形着色剤　　・ 油性染料着色剤　）　・ 適用しない

　密閉形とは、ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ等ﾒｶﾆｶﾙ構造にﾊﾟｯｷﾝを装着したものとする。

構造形式に
よる種類

・ ｽﾀｯﾄﾞ式(内蔵）

・ ｽﾀｯﾄﾞ式(露出）
・ ﾊﾟﾈﾙ式
・ ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

表面仕上材
総厚さ (db/ﾊﾟﾈﾙ表面 性能500HZ)(mm)

・鋼板 ・0.6 ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂 ・ 0
・ ・0.8 　 焼付又は ・ 12

   ｱｸﾘﾙ樹脂焼 ・ 20
・ 壁紙張り ・ 28

・ 36

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ (mm)
厚さ

仕上げ

遮音性 防火

・不燃

構成基材の種類
材質

ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具　・ あり（※ 図示　・　　　） ・ なし

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書 16章 8節 の建具用金物に

対応する材質とする。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

ﾊﾟﾈﾙ材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　JIS A 6512によりF☆☆☆☆以上

可動間仕切

(20.2.3)

29

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙの取付け下地の補強 　

※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量

　となるように補強する。

・図示

  ・ 図示

ﾊﾟﾈﾙをﾗﾝﾅｰに取り付ける部品、ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ及びﾗﾝﾅｰ

※(20.2.4)(3)(ｴ)～(ｶ) による。

移動間仕切
走行方法

・ 平行方向 移動式

・ 二方向 移動式

操作方法に 圧接装置の
よる種別 操作方法

・ 手動式 ・ ﾌﾟｯｼｭ式
・ 電動式 ・ ﾊﾝﾄﾞﾙ式
・ 部分電動式 ・

総厚さ 遮音性
ﾊﾟﾈﾙ表面材質(mm) (db/500HZ)仕上げ

・ 鋼板 ・ 焼付塗装 ・ 36未満
・ ・ 壁紙張り ・ 36以上

・

(20.2.4)

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 　

ﾊﾟﾈﾙ表面材30

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 表面材の材料

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

・

脚部 ﾄﾞｱｴｯｼﾞ

形状 形状 材質

※ 幅木ﾀｲﾌﾟ ・ 標準 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
・ ・ Ｒ ・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 表面材と同材

ﾊﾟﾈﾙ材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　JIS A 6512によりF☆☆☆☆以上

(20.2.5)

※図示

※図示

表示

室名札

31

32

33

※ 製造所の標準仕様

・ 縦形

　－・ 電動 ・
・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ
・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ・ 手動

　－
・・ 操作棒式

・ ｺｰﾄﾞ式    合金製
※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

※ ｷﾞﾔ式　

形式

・ 横形 ・ 手動

操作方法

・ 電動

※ ２本操作ｺｰﾄﾞ式
・ １本操作ｺｰﾄﾞ式

種　類 ｽﾗｯﾄの材種

・ 100
・ 80

・ ・
※ 鋼製※ 25

ﾍｯﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
・ﾚｰﾙの材種

幅・高さ
取付箇所

・ 図示
・

・ 図示
・

ｽﾗｯﾄ幅

(mm)

ｽﾗｯﾄの材質

　・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ　焼付け塗装仕上げ

　・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

寸法・取付箇所　　※ 図示        ・

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 操作方式　　・ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式　　・ ｺｰﾄﾞ式　　　　・ 電動式

幅、高さ　　・ 図示

材種　　　　・ ｶﾞﾗｽ繊維製　　・ 合成・天然繊維製　・ 木製

品質等　　　・

その他の材料　※ ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝの製造所の仕様による　　・

34

35

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製
・

(20.2.14)

　(20.2.15)

形式

・ｼﾝｸﾞﾙ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

・ﾌﾗﾝｽひだ

・箱ひだ、つまひだ

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ

ひだの種類開閉操作

・図示

・

(暗幕)

品質、特殊加工等 取付箇所 備考

ｶｰﾃﾝ

暗幕ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり　※ 300mm以上　・

36 　(20.2.16)
生地の種別、

・ ｽﾃﾝﾚｽ製材料による区分      ※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ又はｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出し成型材

強さによる区分　　　※ 10-90　　　・

仕上げ　　　　　　　※ ｱﾙﾏｲﾄ　　　・

形状　　　　　　　　※ 角形　　　 ・

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ37

　(20.2.16)

・ 石綿粉じん濃度測定
　測定時期、場所及び測定点

測定名称 測定時期 測定場所適用

  ・ 測定 1

  ・ 測定 2

  ・ 測定 3

  ・ 測定 4

  ・  ・ 測定 5

  ・ 測定 6

  ・ 測定 7

  ・ 測定 8
  ・ 測定 9

  ・ 測定 10

(各処理作業室ごと)

処理作業前 処理作業室内 ・ (　)点

施工区画周辺又は敷地境界 ・ 4方向各1点　・ (　)点

処理作業中 処理作業室内 ・ (　)点

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 ・ (　)点

・出口吹出し風量1m/s以下の集じん・排気装置の排出口
　位置各1点(処理作業室外の場合)
・ (　)点

施工区画周辺又は敷地境界 ・ 4方向各1点　・ (　)点

処理作業後 処理作業室内 ・ (　)点

(隔離ｼｰﾄ撤去前) 施工区画周辺又は敷地境界 ・ 4方向各1点　・ (　)点

処理作業後　ｼｰﾄ 処理作業室内 ・ (　)点

撤去後1週間以降 調査作業室外部の付近 ・ (　)点

測定箇所数

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん)計、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、・測定 4
繊維状粒子自動測定器(ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ)等の粉じ・測定 5
んを迅速に測定できる機器を用いた測定試料の吸引時間(min)

・JIS K 3850-1に基づいた測定

測定名称

・測定 4　・　
25 5 30

・測定 5

・測定
47 10 120

・

・測定
47 10 240

・

・測定

・

測定方法

・自動測定器による測定

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ
直径(mm)

試料の吸引
流量(L/min) 時間(min)

試料の吸引

石綿含有建材の処理 　

・ 石綿含有吹付け材の除去

除去対象範囲　・ 図示　・ 　　

・ 石綿含有保温材等の除去

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止　　

除去した石綿含有吹付け材等の処分

※ 湿潤化　　・固形化　 　　　

・ 埋立処分(管理型最終処分場)

・ 中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

除去対象範囲　・ 図示　・ 　　

除去工法　    ・ 粉砕して除去　　・ 手ばらし

除去工法　　　※[9.1.3](2)(ｱ)による

除去した石綿含有保温材等の飛散防止　　

※ 湿潤化　　・固形化　　　　

除去した石綿含有保温材等の処分

・ 埋立処分(管理型最終処分場)

・ 中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

除去対象範囲　・ 図示　　・

養生工法　    ・ 図示　　・

除去工法　    ※ 手ばらし

・ 石綿含有成型板等の除去 　　　

除去した石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞの処分 　

※ 埋立処分(管理型最終処分場)

除去した石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除く石綿含有成形板等の処分 　

・ 中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

・ 埋立処分(安定型最終処分場)

・ 石綿含有仕上塗装材の除去

除去対象範囲　・ 図示　・ 　　

除去工法　    ・ 図示　・

養生工法　    ・ 図示　・

除去した石綿含有仕上塗材の処分

・ 中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

・ 埋立処分(管理型最終処分場)

・ 埋立処分(安定型最終処分場)

・ 汚泥

２

の処理

ﾘﾌﾗｸﾄﾘｰｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰ 施工調査

※ ﾘﾌﾗｸﾄﾘｰｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰ含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりﾘﾌﾗｸﾄﾘｰｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰを

含有している建築材料等の使用の有無について調査する。 　

調査範囲(・　　　　・ 図示　　　　　) 　

除去処理対象物　　・　

除去対象範囲　　・ 図示　　　・　

除去方法　　　　・ 図示　　　・　

処分　　　　　　・ 埋立処分（安定型最終処分場）

種類 採取する部位・箇所数

・ PCB 含有ｼｰﾘﾝｸﾞ 部　位　・ 図示　・
箇所数：　　箇所

・ PCB 含有ｼｰﾘﾝｸﾞ 部　位　・ 図示　・
箇所数：　　箇所

材処分

PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ 備　考

分析調査(第一次判定）

分析調査(第二次判定）

３

貸与資料(　　　　　　　　　　　 )

数値を確認する

・ A種 ・ B種　※ B種　・・1液系汚染除去特殊ｼﾘｺﾝ樹脂塗料（EP-Si）

(WG)

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市

2025/03/24 17:08:23
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改修特記仕様書（4）

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

ーーーー
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⽤途変更済部分 (児童福祉施設)

14
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16

00
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60
00

屋外階段(1〜3F)

みどりの家

神林いこいの家

国道7号線

⾄⼭辺⾥

⾄荒川

北

付近⾒取り図

延焼の恐れある部分

配置図

国道7号線に⾄る

約
6300
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62
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公共マス

公共マス

旧神納東小学校
計画場所

市道
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側溝

900 前⾯道路中心⾼さを基準として900㎜上がりを⽰す。

確認済証交付者

検査済証交付者

学校(校舎棟)
確認済証交付年⽉⽇・番号 平成6年6⽉23⽇ 第27号

検査済証交付年⽉⽇・番号

学校(体育館棟)

建築主事

平成8年3⽉1⽇ 第122号

建築主事

平成7年5⽉25⽇ 第21号

建築主事

平成8年3⽉1⽇ 第123号

建築主事

確認済証交付年⽉⽇等

旧 校門

50
00

最⾼の⾼さ3,380

最⾼の⾼さ4,490

4000

最⾼の⾼さ11.235m
軒⾼さ8.47m

最⾼の⾼さ9.825m
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旧給⾷棟搬⼊路
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-100

60
00

3,525
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道路境界線

村上市上助渕661番地1
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50

0

（児童福祉施設等）

15
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ＧＧ

R567

操 操 操

R67
7

R67
7

R567

屋屋キキキキキキ

発発発

駐⾞場60台
一般59台 おもいやり駐⾞1台

屋外遊具

未就学児用屋外遊び場

スロープ

改修範囲

おもいやり駐⾞2台

KX3

KX3

S-1:800

3,0
005,0

00

3,000
5,000

助渕-村上線

9,7
00

.1900番地

1-2

1-3

1-1

用途変更建物

TX1

TX1

TX2

TX2

TX3

TX3

TX4

TX4

TX5

TX5

TX6

TX6

TX7

TX7
機械基礎 W1000×D2000×H250

TY4 TY4

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 800

2025/03/24 17:09:10

A-07

配置図、案内図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

敷地面積16,536.21㎡



TY2 TY2

TY1 TY1

TY3 TY3

TY5 TY5

TY6 TY6

TX1
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TX3

TX3

TX4

TX4

TX5

TX5

TX6

TX6

TX7

TX7

31
,0
00

6,000 6,750 6,750 6,750 6,750 6,000

器具庫3

物入

ステージ

ミーティングルーム

男子トイレ
男子更⾐室

ホール

⼥子更⾐室 ⼥子トイレ

器具庫1・2

器具庫4

多機能トイレ

1
WD

2
WD
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0
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1,165 3,670 1,165 1,540 3,670 1,540 2,375 2,000 2,375 1,540 3,670 1,540 1,540 3,670 1,540

39,000

既存棚 W3600×D600×H775 撤去

アリーナ23
,7
10

4,
49
0

19
,2
20

32,805
300 32,505

150
730

80
14
,0
80

80

3,
18
4

1,
12
0

3,435 2,300

1,
92
4

1,
88
0

544 2,387 2,804

TY4 TY4

20

3
WD

現況仕上表
アリーナ 床 ラワン合板t12 T1捨貼（撤去）、フローリングボードt18（撤去）

鋼製床下地（撤去）
壁 壁用フローリングボードt12（タモ材塗装品）（現況のまま）
巾木 木製巾木H100（現況のまま）

器具庫3
CH＝3,000

床 ラワン合板t12 T1捨貼（撤去）、フローリングボードt18（撤去）
鋼製床下地（撤去）

壁 ケイカル板t6目透し張 EP（現況のまま）
巾木 木製巾木H100（現況のまま）

器具庫4
CH=3,000

床 ラワン合板t12 T1捨貼（撤去）、フローリングボードt18（撤去）
鋼製床下地（撤去）

壁 ケイカル板t6目透し張 EP（現況のまま）
巾木 木製巾木H100（現況のまま）
床下点検口600角 3か所（撤去）
床下換気口アルミ製200×650 19か所（撤去）
エキスパンションゴムW20（撤去） 39.2ｍ

・・・該当箇所

N

展開方向

A

B

C

D

方位

展開方向

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 200

2025/03/24 17:12:22

A-08

改修前 屋内遊び場平面詳細図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計
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改修

改修
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機械基礎 W2000×D1600×H200

機械基礎 W2000×D1600×H200

機械基礎 W4000×D1000×H300
※部分詳細図参照

機械基礎 W4000×D1000×H300
※部分詳細図参照

ステージアリーナ
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クッションマット範囲
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0
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3,385 2,250

594 2,337 2,7543,
70

4

2,000 4,000

1,800 500

1,725 440

50
0

500

機械基礎 W600×D800×H200

改修仕上表
アリーナ 床 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張（村上市産材 杉60%圧縮無塗装品

・・・該当箇所

                    ﾉﾘ釘併用工法 t18×90×909

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装 3回塗
※下地合板t15（ｽｷﾞ【村上市産材】）は機械設備工事
ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ 21ｍ×13ｍ ライン幅50ｍｍ（白）

機械室1
CH＝3,400

床 撤去後、現状のままとする

機械室2
CH＝3,400

床 撤去後、現状のままとする
壁 新設壁︓LGS65形、ﾗﾜﾝ合板t9（両面）

壁 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え
天井 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え

床下点検口アルミ製600角 6か所（新設） 機械設備工事

    ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え
既存壁︓ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え

天井 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）、ｶﾞﾗｽｸﾛｽ

クッションマット（防炎加工）t18 900角

                      表面3㎜単板 台板︓村上市産材 杉)

エキスパンションゴムW20（新設） 161ｍ

展開方向

A

B

C

D

N

方位

展開方向

床下断熱材︓硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付 A種1H t20 H=280
還流口200×900 52か所（新設） 機械設備工事

TY6 TY6

TX6

TX6

TX7

TX7

機械室1 天井伏図

照明器具 1250×150 4か所 撤去・新設
（※電気設備工事）

火報感知器 露出型 Φ104 撤去・再取付
（※電気設備工事）

埋込スピーカー Φ200 撤去・再取付
（※電気設備工事）

換気扇 350×350 撤去・再取付
（※機械設備工事）

5,635

4,
20

4

TY2 TY2

TY3 TY3

TX6

TX6

TX7

TX7

機械室2 天井伏図

照明器具 1250×150 4か所 撤去・新設
（※電気設備工事）

火報感知器 露出型 Φ104 撤去・再取付
（※電気設備工事）

埋込スピーカー Φ200 撤去・再取付
（※電気設備工事）

換気扇 350×350 撤去・再取付
（※機械設備工事）

544
1,387 3,479 225

2,
02

1
1,

92
4

1,
78

0

既存天井点検口 600角 既存のまま

※斜線部はｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ部分を示す

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 200

2025/03/25 13:25:51

A-09

改修後 屋内遊び場平面詳細図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計



図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 200

2025/03/24 17:17:28

A-10

現況床伏図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計



撤去
撤去
撤去
現況のまま

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 200

2025/03/24 17:18:11

A-11

現況コート配置、基礎図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計



AP-1
W600
H495

345角穴あけ加工
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰﾜｲﾔｰ切断のうえ固定 2か所

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 200

2025/03/24 17:20:32

A-12

南側、東側立面図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計



既設︓床下換気⼝アルミフード付ガラリ 100Φ 10か所（撤去）
改修︓屋外⽤スリーブキャップ ステンレス製 100Φ 10か所（新設）

既設︓床下換気⼝アルミフード付ガラリ 100Φ 7か所（撤去）
改修︓屋外⽤スリーブキャップ ステンレス製 100Φ 7か所（新設）
改修︓有圧給気⽤シャッター 275角 2か所

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 200

2025/03/24 17:21:23

A-13

北側、西側立面図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計
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ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ範囲を示す

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
1 : 100

2025/03/24 17:22:21

A-14

展開図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計

改修前 器具庫3

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

改修後 機械室1

Ａ面 Ｂ面
Ｃ面

Ｄ面

改修前 器具庫4

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

改修後 機械室2

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面
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120
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ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ範囲

50
83

9
65

9

LGS上下ﾗﾝﾅｰW75 ｽﾀｯﾄﾞ65＠303

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt50 32kg品 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ共

ﾗﾜﾝ合板t9

13
3

形式・⾒込

材質・仕上

両開き扉

工事内容

1
WD

▽FL

記号 数量

姿    図

取付位置 1か所
2

WD 1か所
1

LSD 1か所

建具表 S=1︓100

ドア 40
枠   100

アリーナ側︓（壁⽤ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞt12）現況のまま
器具庫3側 ︓（ﾎﾟﾘ合板t4 ）枠︓EP塗装替え

両開き扉 ドア 40
枠   100

2
LSD 1か所

3
WD 1か所

扉のみ撤去（枠残し）

両開きドア

器具庫3側︓ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え
枠部分︓隙間ﾃｰﾌﾟt2 下部︓ﾓﾍﾔﾃｰﾌﾟt9

器具庫4側︓ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ張りt50（密度32kg/㎥）ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え
枠部分︓隙間ﾃｰﾌﾟt2 下部︓ﾓﾍﾔﾃｰﾌﾟt9

アリーナ/器具庫3 アリーナ/器具庫4

▽FL

スチール枠共 新設 既設スチール枠内に 新設（無溶接工法）

アリーナ側︓（壁⽤ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞt12）現況のまま
器具庫3側 ︓（ﾎﾟﾘ合板t4 ）枠︓EP塗装替え

ドア 36
枠   103

ドア 36
新設枠   129既設枠   129軽量ｽﾁｰﾙ片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ 袖FIX 設備開口

枠共 亜鉛メッキ鋼板焼付塗装 枠共 亜鉛メッキ鋼板焼付塗装

機械室2/ステージ 機械室1/ステージ

軽量ｽﾁｰﾙ片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ 袖FIX 設備開口

機械室1/ステージ

ﾎﾟﾘ合板t4ﾌﾗｯｼｭ

ドア 40

備考

⾦物
支  持
開閉調整
固  定
操  作

丁番
ドアチェック 戸当り
シリンダー錠（外シリンダー内空）
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

丁番
ドアチェック 戸当り
シリンダー錠（外シリンダー内空）
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

簡易防⾳ドア  枠部分︓隙間テープt2 下部︓ﾓﾍﾔﾃｰﾌﾟt9簡易防⾳ドア  枠部分︓隙間テープt2 下部︓ﾓﾍﾔﾃｰﾌﾟt9

S=1︓50新設 開口部姿図

新設 屋外機械基礎断面図 S=1︓50

撤去 既存棚姿図

▽GL

S=1︓50

既存基礎撤去図 S=1︓50 S=1︓20新設巾木部分納まり図

新設 LGS壁詳細図 S=1︓10S=1︓30LSD-2枠納まり図

平面図

断面図

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ範囲
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内部︓天然木化粧合板t5（撤去）
    グラスウールt50 24K品（撤去）
    木枠 集成材45×12 EP塗（新設）
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既存 木製巾木H100
複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張りt18
下地合板t15（機械設備工事）

根太鋼 40×62×110×ｔ1.2
（機械設備工事）

根太キャップ（機械設備工事）
根太蓋 CRスポンジ（機械設備工事）
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既設枠に無溶接工法にて取付
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図面名称

工事名称

縮尺

図面番号区分

意 構

機電

村 上 市
図面表記による
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A-15

部分詳細図

村上市屋内遊び場空調等整備工事(建築工事) 実施設計


